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一
｝
士
二
日

二
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五
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二
工
ハ
臼

二
＋
八
日

鮎
解
，
禦

水
道
週
問
（
九
日
ま
で
）

む
し
磁
予
防
デ
ー

計
量
記
念
日

時
の
記
念
日

入
梅

オ
リ
善
ッ
ク
’
展
（
二
十

五
口
］
出
ひ
燐
㌧
）

夏
至

父
の
日

郷
土
を
統
マ
す
る
日

申
ん
リ
ン
ソ
｝
ツ
ク
’
デ
、
！

救
ら
い
の
日

園
漣
儒
董
調
印
記
念
臼

貿
易
記
念
日

第

画
．
臨
時
議
会

十

よオ

二
議
案
可
決
ど
さ
れ
る

．

五
月
六
日
、
第
二
回
臨
時
議
会
の
招
集
告
示
が
村
長
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
五
月
八
目
午
後
一
時
＝
午
分
よ
シ

役
場
会
譲
霊
に
礎
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
た
る
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

幽
、
本
村
職
員
の
定
数
を
増
す
条
例

　
先
般
幼
稚
殴
の
設
置
を
い
た
し
、
幼

稚
園
の
先
生
が
六
名
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
改
正
を
い
た
し
ま
す
と
同
蒔
、

に
給
料
等
か
定
め
る
号
給
豪
か
渓
定
い

た
し
ま
し
た
。

　一、

簡
易
水
道
敷
設
施
行
が
承
認
さ
れ

　
　
ま
し
た
、

　
北
地
区
の
皆
様
が
た
の
強
い
壁
謂
も

あ
D
、
村
長
と
し
て
も
ぜ
ひ
と
も
本
年

度
中
に
、
実
施
し
た
い
考
汽
の
も
と
に

計
画
施
行
い
た
し
ま
す
。
申
込
者
は
多

数
あ
り
ま
す
が
、
地
区
的
に
少
な
い
区

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
阜
め
に
区
畏
さ
ん

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
簡
易
水
慰
．
鴛
壽
最
は
、
水
道
管
に

一
消
火
栓
浄
多
く
付
け
、
非
常
の
場
合
に

は
そ
の
栓
よ
リ
ホ
ー
ス
に
よ
9
消
火
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
消
火
の

威
力
は
、
各
消
防
団
に
配
置
し
て
あ
る

ボ
ン
プ
に
ま
さ
る
と
も
お
と
ら
な
い
氷

．
量
が
㎡
C
5
a
夕
。

　
し
た
が
っ
て
考
え
方
に
よ
9
ま
す
■
と

水
道
の
お
か
げ
で
小
さ
な
常
設
消
防
団

が
そ
き
る
こ
と
に
な
り
、
女
の
か
た
で

も
、
小
学
校
六
年
以
上
の
か
た
で
し
た

ら
簡
単
に
消
火
栓
の
販
り
扱
い
が
で
き

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
水
質
の
こ
と
や

衛
生
上
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全

区
こ
ぞ
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
一
、
名
誉
村
民
推
薦
さ
れ
る

　
先
般
の
議
会
に
お
占
呈
ひ
し
て
、
宏
討

の
名
萱
加
民
の
条
例
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
村
長
か
ら
つ
ツ
あ
か
た
が
た
を
、

ご
推
薦
申
し
あ
け
ま
し
た
－

江
南
村
大
字
小
江
川
一
九
六
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
倭
子
殿

　
小
林
先
生
は
明
治
三
十
三
年
、
埼
玉

県
師
範
学
校
卒
業
後
、
小
原
小
学
校
長

を
は
じ
め
郡
視
学
、
お
よ
び
春
日
部
小

学
校
長
、
同
高
等
女
学
校
長
、
深
省
小

学
校
長
、
深
谷
商
業
学
校
長
、
深
谷
高

等
女
学
校
長
な
ど
を
歴
任
、
昭
和
二
十

二
鉦
に
は
、
小
原
村
長
に
当
選
さ
れ
、

翌
二
十
三
年
に
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員

長
に
当
選
、
二
期
に
わ
た
っ
て
ご
活
躍

に
な
り
、
村
政
に
ま
た
教
育
界
に
か
ず

か
ず
の
立
派
な
業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と

は
、
す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で

あ
9
ま
す
。

　
な
お
現
在
で
は
、
浦
和
地
力
裁
判
所

家
庭
民
事
調
停
委
鼠
、
能
岩
市
荒
川
幼

稚
園
長
と
し
て
、
日
夜
e
活
躍
し
ー
し
お

ら
，
れ
ホ
9
夕
。

　
こ
の
ほ
か
に
褒
牽
で
は
、
埼
玉
県
知

享
よ
の
動
育
功
労
童
二
糎
、
大
日
本
農

会
総
裁
官
よ
り
農
享
将
励
功
労
章
、
鎌

田
文
部
大
臣
よ
り
補
習
教
育
功
労
童
、

東
京
高
醤
裁
判
所
長
表
彰
、
埼
丑
文
化

功
労
識
軍
、
従
山
ハ
位
勲
六
等
辿
麺
王
撹
義
管
」

あら

ゆ
る
褒
章
か
お
う
け
へ
3
⇔
敢
、
現

在
八
十
七
才
に
し
て
、
な
お
か
く
し
ゃ

く
と
し
て
学
究
に
い
そ
し
ま
戴
て
お
Ω

ま
す
。

　
東
京
都
港
区
赤
坂
丹
後
町
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
高
津
農
夫
也
殿

　
高
漣
先
生
は
、
南
北
小
学
校
、
中
学

校
の
子
供
た
ち
か
ら
、
に
ん
べ
ん
の
お

じ
さ
ん
と
競
し
ま
れ
誰
一
．
人
知
ら
な
い

住
徒
は
一
．
9
ま
せ
ん
。
御
正
新
田
に
お

ら
れ
る
本
村
教
育
委
員
長
松
本
明
治
氏

｝

　
、
　
－
｛
寸
　
　
m

　
　
ズ
才
　
　
㎜

（
O
写
真
）
の
望
第
で
吏
京
に
出
ら
れ

日
本
一
の
か
つ
お
ぶ
し
問
屋
、
に
ん
べ

ん
会
社
の
社
長
と
し
て
、

「
人
の
お
せ
わ
に
な
ら
ぬ
さ
っ

　
　
人
の
お
せ
わ
を
す
る
．
“
う

　
　
そ
し
て
す
～
い
か
求
め
ぬ
・
よ
う
」

と
の
処
世
方
針
に
よ
り
、
数
凌
の
善
行

か
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
け
て
も
今

か
ら
十
蕉
も
前
に
子
供
た
ち
に
テ
レ
ビ

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
既
た
む
厚
意
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
先
年
、
内
閣
よ
り
「
紺
授
衷
童
」
を

お
う
け
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
高
浬
家
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
村
の
名
奮
こ
の

う
汽
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
び
名
奮
対
罠
ど
な
ら
れ
ま
し

た
両
先
生
に
は
今
後
益
客
¢
自
愛
な
さ

れ
、
わ
た
く
し
た
ち
村
民
の
た
め
に
よ

ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を

皆
様
と
と
も
に
お
願
い
い
た
じ
ま
す
。

道
路
舗
装
な
ど
に
つ
き
陳
情
い
た
し
ま

し
夷

松
本
明
治
氏

江
南
村
紋
立
早

、
趨
、

き
庸
よ
る

　
村
の
象
徴
と
し
て
の
紋
童

は
、
是
非
必
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
Ω

ま
せ
ん
。

　
本
村
で
も
今
度
図
示
の
と

お
葭
伏
定
し
二
じ
た
か
ら
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

小・11

寿
警
奮
長
禁
驚
。
養
緕

つ
て
は
、
御
正
村
長
及
び
村
会
議
域
を

歴
任
さ
れ
、
対
、
民
の
良
き
指
導
．
著
と
し

一
仁
櫨
竺
出
昂
蹴
、
一
ぐ
の
漉
知
銀
喘
へ
柄
y
一
憶
酢
。
愚
摩

に
し
て
常
に
新
し
い
髪
．
え
方
、
公
正
な

指
導
力
に
・
、
詠
り
村
の
元
老
レ
じ
イ
舟
b
政

に
教
育
面
に
ご
指
醐
．
と
O
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
春
四
月
よ
り
他
村
に
先
が
け
て
実

施
さ
飢
た
村
亘
幼
稚
殴
の
設
鷹
も
傑
護

者
曇
臥
意
と
氏
の
教
育
雰
鶴
長
・
’
じ
て

の
ご
活
躍
誓
ン
し
君
．
鉦
と
つ
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
ろ
し
き
に
．
“
る
嵐
、
の
で
村
民
が
ら

非
常
に
竃
β
P
れ
て
お
り
ま
す
。

　
全
．
回
江
南
村
名
裾
村
民
と
な
ら
れ
た

高
浬
農
夫
也
殿
は
松
本
開
治
氏
の
実
弟

で
て
の
兄
禦
体
め
む
っ
ま
じ
さ
は
、
は

た
の
見
る
目
も
う
る
わ
し
く
多
く
の
人

々
か
’
り
・
尾
や
出
“
れ
’
㌧
層
お
』
り
出
3
夕
L

一
、
助
役
を
選
任
い
た
し
ま
し
た

　
十
月
か
ら
職
員
と
し
て
役
隼
．
に
勤
務

し
て
お
り
ま
・
）
た
杉
田
武
喜
氏
を
助
役

と
し
て
運
任
い
た
し
ま
し
た
、

決
定
い
占
亀
、
し
出
？
し
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

村
民
の
一
部
の
か
た
よ
り
、
村
長

は
熊
谷
市
へ
舎
併
か
》
↑
つ
考
え
て
い

る
か
と
、
た
び
た
び
闘
か
戴
ま
す
が

私
は
・
て
の
つ
老

皆
様
の
大
都
分

の
か
た
が
賛
成

し
た
ら
い
つ
で

“
リ
ム
屏
〆
じ
一
タ
こ

　
私
の
考
え
は
あ
9
ま
す
が
、
合
併

は
重
大
で
す
か
ら
、
よ
！
、
住
民
の
意

お
答
え
し
ま
す

憲
浄
き
い
て
行
な
3
、
童
．
」
あ
り
ま

す
と
符
一
ん
て
お
り
ま
す
が
先
日
熊
省

畿
叩
長
、
読
会
議
皿
長
㌧
α
り
、
合
併
’
警

　
　
　
　
　
　
　
う
か
と
い
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
小
林
議
長

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
に
良
同
席
願

　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
種
々
と
話

レ
の
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
臼

中
に
区
長
さ
ん
か
蓬
じ
て
皆
様
の
声

塗餐こと

に
し
た
い
雪
ん
で
す
。

杉田武喜氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
吉
野
川
ウ
耀
用
河
州
昇
，
格
》
鋭
撮
定
江
南
地
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
北
ジ

　
　
　
　
　
　
嚢
政
裟
官
の
鴨
田
菱
が
、
特
姿
髪
・
薪
毒
ら
き
芒
婁
嚢
『
脚
斐
化
箕
書
譲
｝

　
　
　
　
　
に
江
霧
に
劣
婁
．
’
㌧
が
れ
“
も
て
て
も
増
襲
決
定
い
た
し
、
畢
葦
震
い
た
ξ
一
蕪
笹
嘉
亀

に
、
土
盃
、
歪
嚢
塞
蒙
萎
、
江
霧
度
に
憂
9
）
萬
の
予
算
窮
上
い
す
－
　
　
　
　
｛

ヰ
…
ロ
バ
ス
、
乗
，

一
　
　
ロ

　
　
…
　
田
…
鷺
等
に
嗣

　
　
一

　
　
　
乗
し
て
建
設

　
　
　
省
に
行
き
、

　
　
　
鴨
田
代
議
士

　
　
　
に
面
合
じ
て

関
係
に
お
き
ま
し
て
は
熊
谷
－
小
川
線

の
舗
装
は
、
武
敢
鼠
員
さ
ん
の
先
よ
り

延
長
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
享
業
費
は

国
で
五
〇
〇
万
円
、
他
は
県
負
担
で
今

ま
で
の
よ
う
に
村
で
の
四
割
負
担
が
な

い
こ
と
で
す
。
鴨
田
先
生
の
お
力
で
す

只
凌
感
謝
申
し
上
げ
る
の
み
で
す
。

　
ま
た
熊
谷
－
箪
田
線
の
県
道
改
修
が

行
な
わ
れ
る
ま
で
の
一
時
ま
に
合
わ
せ

に
、
自
動
箪
の
よ
け
場
所
（
葎
避
所
）

が
本
村
か
ら
寄
居
町
の
間
に
二
±
ニ
ケ

所
で
き
ま
す
。

　
鴨
田
建
設
政
務
次
官
談
昭
和
三
十

九
年
度
予
鐸
編
成
に
あ
た
O
ま
し
て
は

私
も
村
長
さ
ん
始
め
芯
民
各
位
の
熱
意

あ
る
要
豊
を
全
部
受
け
入
れ
、
寧
務
当

局
に
命
じ
て
、
小
川
県
道
の
髄
”
装
、
富

田
線
の
待
避
所
新
設
等
も
地
元
負
担
の

か
か
ら
な
い
公
共
事
業
費
に
計
上
さ
せ

　
　
　
　
’
葦
’
髪
驚
．

　
｝
ご
承
知
の
ご
と
く
、
杉
田
氏
は
前
期

亀
、
四
ケ
探
，
立
派
に
勤
務
’
9
れ
、
村
長
の

補
佐
役
占
し
て
適
任
で
あ
っ
た
が
、
任

鎚．

と
い
つ
境
が
あ
る
の
で
一
度
窪
薗
が

あ
・
り
．
ま
レ
た
が
、
こ
の
た
び
再
ぴ
助
役

に
遮
ぽ
墾
お
け
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
み

な
さ
ま
が
た
の
む
後
、
婁
パ
お
願
い
い
た

ー
）
出
3
9
G

　
一
、
役
場
庁
舎
建
築
が
決
定
し
ま
し
た

昨．

巽
、
鑑
．
庁
舞
築
葎
奮

七
十
数
名
を
錘
命
い
た
し
ま
し
て
、
方

ゐ
に
よ
り
住
襲
○
皆
様
の
庁
舎
建
築
に

つ
い
て
の
｝
ご
意
見
、
又
は
見
学
に
行
っ

窒
髪
塾
轄
段
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

建設省で鴨田政務次官に陳情する村艮代茨

た
9
、
図
面
の
見
当
を
行
な
つ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
蚕
貝
の
か
た
が
た
も
、

こ
の
際
踏
み
切
り
建
設
す
べ
き
だ
と
の

強
い
考
え
方
に
た
た
れ
ま
し
た
の
で
、

議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
際
数
名
の
反
対
者
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
賛
成
者
の
意
見
と
し
て
は
、
昭

狸
二
十
四
年
長
省
川
葺
｝
廊
討
長
当
時

の
新
冠
計
圃
を
実
現
す
る
と
い
う
考
え

で
、
つ
ぎ
の
よ
2
．
薪
画
で
、
き
た
る

十
月
一
日
よ
り
工
鄭
を
餐
手
で
ξ
こ
と

に
な
・
レ
ま
し
た
。
そ
の
前
に
地
な
一
り
し

等
の
雑
什
箏
は
近
々
に
は
じ
め
る
予
定

で
す
ー

　
建
築
位
置
江
南
村
大
宰
柴
字
原
谷

　
　
　
　
　
　
代
表
九
番
地
の
一

　
構
　
　
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ

　
　
　
　
　
　
階
建
、
一
部
ブ
ロ
ヅ
ク

　
　
　
　
　
　
建
瓦
至
階
建

　
建
　
　
坪
主
体
工
事
二
階
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
坪

　
　
　
　
　
　
附
属
建
物
｝
階
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
坪

　
工
嶺
費
　
　
二
千
八
百
五
十
万
円

O
役
場
建
築
澄
備
委
員
を
今
度
切
り
替

え
て
建
築
委
員
に
新
し
く
任
命
申
し
上

げ
ま
レ
た
。

　
新
井
茂
治
、
吉
田
八
十
市
、
関
□
多

　
一
、
橋
宏
竜
作
、
広
沢
藤
次
郎
、
広

　
沢
基
、
水
野
八
郎
、
内
山
ふ
み
、
長

　
谷
川
讐
三
郎
、
藤
野
金
十
郎
、
新
井

　
品
吉
、
長
省
川
福
一
、
奥
野
源
太
郎

　
志
村
正
、
新
井
ミ
チ
、
新
井
武
寿
、

反
町
寛
次
、
柴
田
房
吉
、
川
島
義
治

反
町
六
郎
、
反
町
も
よ
、
新
井
政
男

弊蕨

■
奔
郎
、
小
林
忠
一
、
中
島
節
郎

笠
原
法
正
、
馬
場
．
茂
雄
、
持
田
宗
昌

　
坂
田
讐
二
、
持
田
忠
保
、
茂
木
秋
広

馬
鍋
聯
｝
、
平
山
友
安
、
小
松
原
藤

七
、
持
田
良
乍
、
滝
田
正
雄
、
滝
田

　
隆
｝
、
榊
猟
田
ゆ
碧
一
、
薇
昂
π
知
僅
、
武

政
定
一
、
福
愚
芳
雄
、
橋
六
広
安
、

松
，
本
隅
治
、
舟
橋
良
直
、
折
川
高
一

括
沢
リ
ウ
、
吉
黛
測
．
勘
、
吉
田
竹
次

駕
、
高
機
文
夫
、
竿
醸
広
治
、
神
谷

　
政
義
、
岡
田
丑
五
郎
、
志
村
利
次
、

　
小
杯
正
、
野
口
理
一
、
岡
部
置
、
井

　
上
啓
一
郎
、
野
沢
宗
一
、
岡
部
三
郎

　
小
林
一
雄
、
利
根
田
正
着
、
飯
島
恵

　
助
、
小
林
忠
治
、
中
村
丑
三
、
飯
島

　
晴
治
、
富
岡
寿
郎
、
等
原
富
次
、
小

　
沢
八
廊
、
吉
野
金
一
郎
、
小
川
寿
貞

　
柴
五
三
郎
、
柴
益
次
郎
、
小
久
保
忠

　
良
、
寺
山
高
治
、
富
田
は
る
。

O
常
任
委
員
を
任
命
い
た
し
ま
し
た

　
小
林
正
、
水
野
八
郎
、
茂
木
秋
広
、

　
笠
原
広
治
、
新
井
武
寿
、
小
久
保
忠

　
良
、
飯
鳥
隣
治
、
持
臼
良
年
、
武
政

　
定
一
、
新
井
政
男
へ
野
沢
宗
一
、
新

井
茂
治
、
吉
田
竹
次
郎
、
長
省
川
喜

三
郎
、
中
村
量
二
、
算
原
寿
郎
、
柴

　
五
三
廊
、
吉
田
八
十
市
、
福
晶
芳
雄

　
新
井
品
吉
、
持
田
忠
保
、
関
口
多
一

　
杉
田
武
善
、
笠
原
近
、
若
林
朋
光
、

駒
葦
方
治

一
、
建
設
課
の
充
実
な
る

　
村
長
の
施
策
は
ψ
玉
乱
志
毘
の
改
修
を

モ
ッ
ト
ー
レ
じ
、
郡
町
村
会
お
よ
び
土

木
事
務
所
に
働
き
か
け
て
、
今
度
道
路

引
き
な
ら
し
の
グ
レ
ー
ダ
ー
浄
購
入
し

た
の
で
、
村
と
し
て
も
現
在
あ
る
平
ボ

テ小型目

動
題
杢
は
思
う
よ
う
に
遭
路

の
改
修
妻
．
羨
な
い
の
で
目
動
塵
購
．
入

委
興
と
し
て
、
小
林
談
長
、
茂
木
夙
鮪
扮

憲長、

簾
夫
奮
長
、
武
政
、

小
久
保
、
馬
場
、
土
木
委
員
、
村
長
、

助
役
、
収
入
役
、
総
務
課
長
、
建
設
課

長
企
画
課
長
、
吉
田
番
記
出
席
の
も
と

に
い
す
ず
エ
ル
フ
小
型
ニ
ト
ン
萩
ダ
ン

　
プ
カ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
今
後
道
路
そ
の
他
の
工
串
に
、
砂
利

そ
の
他
工
溺
上
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
一
い
ぽ
、
区
長
さ
ん
浄
遍
じ
ど
し
ど

し
O
運
絡
く
だ
さ
い
。
そ
じ
て
狭
い
道

で
も
艮
い
道
路
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
公
共
の
も
の
で
す
。
な
る
べ
く

　
　
教
育
セ

草
や
大
凄
豆
．
低
石
は
、
道
の
中
に
だ
さ
取

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
新
村
建
設
第
二
次
実
施
計
画
な
る

　
広
年
度
よ
り
向
こ
う
五
ケ
年
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
な
う
か
そ
の
計
圃
を

樹
立
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
一
闘
は
甲

す
に
及
ば
ず
、
奮
の
皆
様
に
は
熱
心

に
と
9
絹
ま
れ
、
県
の
承
記
も
繹
ら
れ

杢ヨ一

」
数
㌣
れ
㎡
C
お
り
ゆ
ま
す
’
G

　
蓄
一
は
つ
ツ
C
の
が
た
’
じ
す
’
。

　
小
林
正
、
水
野
八
郎
、
吉
田
　
清
、

　
茂
木
秋
広
、
飯
酷
階
治
、
新
雌
鼠
寿

滝
田
正
雄
、
新
井
茂
治
、
．
新
井
政
男

広
沢
基
、
笠
除
広
治
、
広
沢
定
吉

・
小
久
保
忠
良
、
馬
埆
茂
欝
、
武
政
定

　
一
、
野
沢
宗
一
、
持
田
良
伊
、
松
本

醍活、

塚
田
永
怨
、
陀
口
多
一
、
岡

田
玉
五
郎
、
燐
隙
近
、
新
井
才
吉
、

持
田
宗
昌
、
新
井
品
古
、
小
杯
隆
治

小
沢
八
郎
、
橋
宏
広
安
、
野
沢
よ
志

　
滝
田
ゆ
～
ビ
、
雪
ロ
田
一
八
十
市
、
姫
闇
臥
獣
方

　
雄
、
馬
蜴
幹
一
、
螂
際
欝
郎
、
長
省

　
川
竃
薯
一
郎
、
寺
山
高
治
、
柴
．
五
三

　
郎
、
脚
徽
“
両
寿
郎
、
由
轟
刑
丑
一
二
、
瞬
嗣
口

　
理
一
、
吉
田
竹
次
郎
、
神
谷
政
難
、

　
柴
益
次
郎
、
持
田
忠
保
、
小
林
忠
一

五
ケ
年
計
圃
は
次
の
部
門
に
わ
た
っ

　
ノ
し
響
墾
O
れ
出
7
し
た
、

O
　
殿
業
振
興
計
画
．

OつCOCOOOOOOOCOOOC
燈
婁
勧

節
産
計
圃

独
．
蚕
計
画

騨
業
計
画

馨
試
計
画

商
敬
、
振
輿
欝
瞳

工
業
振
興
計
圃

道
路
整
働
計
圃

中
央
公
民
館
建
設
計
画

堂
・
校
施
設
計
画

公
民
館
分
館
整
備
計
画

社
会
福
祉
計
圃

保
健
衛
隻
薗

水
遣
計
霞

住
宅
計
画

消
防
甕
欝
圃

行
政
選
営
の
合
環
花
計
園

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
敷
地

七
、
九
（
外
セ
を
買
収
完
了

　
か
ね
て
県
よ
り
依
頼
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
、
埼
手
塞
V
蔑
業
高
箏
学
姦
育

セ
ン
タ
Y
激
地
の
買
収
に
2
睾
τ
て

は
、
工
業
開
発
特
別
委
員
の
か
た
が
た

を
は
じ
め
、
地
主
の
み
な
峯
ん
の
深
い

る
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
こ

の
た
び
第
一
次
計
画
の
激
地
七
・
・
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
七
町
九
反
歩
）
を
完
了
す

一
Q
｝
し
ン
涛
卍
石
歯
ビ
5
？
し
占
幅
。

　
敷
地
は
方
村
籏
正
新
田
地
内
で
、
県

官
一
畜
“
臣
試
験
蝿
ン
ニ
繁
り
報
）
、
薪
『
、
レ
い
愛

業
の
道
を
学
ぽ
っ
と
す
る
優
業
高
核
生

徒
の
興
習
の
埆
と
し
て
潔
放
さ
れ
る
も

の
で
あ
9
ま
す
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
り
、
本
射

に
は
県
立
の
薦
裁
盈
二
つ
も
有
す
る
こ

と
に
な
9
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
中
心
に

本
村
・
も
ゆ
ま
す
、
“
♂
す
曹
癸
展
す
脚
勾
こ
》
ン
．
』
一
の

り
、
な
お
引
き
続
い
て
第
二
姿
礒
の

買
収
ち
蘭
．
も
な
く
は
じ
ま
9
ま
す
の
’
．
㌧

み
な
さ
ん
の
ず
、
鶴
力
浄
重
ね
て
お
膳
い

h
工
』
ー
レ
5
3
亭
、
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話
し
あ
い
で
明
る
い
村
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
モ
デ
ル
地
区
で
開
催

駆
し
あ
い
学
習
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
前
畢
で
お
駕
ら
せ
い
た
）
豪
し
穿
パ

小
江
川
、
下
鍔
切
、
樋
春
北
の
各
モ
デ

ル
地
区
に
お
い
て
、
第
｝
回
の
話
し
あ

い
が
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
行
な
わ
れ

ヰ
？
）
た
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
簡
卑
に

お
知
ら
ゼ
い
た
し
ま
す
。

一
、
小
江
川
地
区

Φ
a
封
づ
く
り
は
ど
う
し
た
・
宅
軌

　
い
か
。

　
　
よ
い
村
づ
．
＼
9
の
た
凶
に
は
、

　
話
し
あ
い
の
ひ
ろ
ぼ
を
た
ぴ
た
び

　
開
き
、
各
目
の
意
見
を
罷
豪
ず
る

　
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
村
づ
く
り

　
鼠
づ
く
9
が
で
き
る
の
で
、
会
を

　
か
さ
ね
全
員
で
雛
葺
の
っ
て
い
き

　
た
い
。

②
新
し
い
震
村
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

　
か
．

　
　
童
3
農
家
の
生
産
浄
豊
か
に
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

　
に
は
農
作
物
の
価
額
を
引
章
上
げ

　
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
か
ら
、
そ

　
の
た
め
の
運
動
を
推
進
す
る
。

③
農
村
の
手
不
足
を
ど
か
葭
着
す
る

　
か
。

　
鑑
果
労
働
報
酬
が
少
な
い
た
め

年
付
け
を
配
分
し
て
、
委
即
的
に

　
外
勤
す
る
者
が
増
加
し
て
い
る
の

　
で
養
張
に
つ
い
て
は
、
稚
寮
の
共

同
飼
育
を
行
な
い
、
農
作
業
に
つ

　
い
て
は
甚
同
作
業
を
行
な
い
、
機

械
と
農
薬
に
よ
っ
で
、
労
力
を
補
っ

て
い
き
た
い
。
な
お
鞠
盆
活
浄
改

善
し
て
健
康
体
で
働
け
る
こ
と
が

璽
≦
C
い
。

④
青
少
年
闇
鷺
に
つ
い
て

　
こ
れ
に
っ
い
て
は
広
範
に
わ
た

る
の
で
、
も
っ
と
も
身
近
か
な
こ

と
む
ら
話
し
あ
い
を
し
た
い
と
の

司
会
者
か
ら
の
削
お
き
が
あ
9
、

　
“
昂
哲
†
供
が
、
テ
レ
豪
9

見
た
が
っ
て
困
る
が
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
〃
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た

学
校
の
譲
査
に
よ
る
と
、
だ
い
た

い
一
日
一
時
間
ぐ
ら
い
時
間
を
限

　っ

て
見
て
い
る
塚
庭
が
多
い
と
い

う
話
し
で
あ
る
が
、
子
供
が
テ
レ

マ
幕
借
に
没
頭
し
て
は
困
る
が
、

子
供
の
た
め
に
な
る
番
組
は
（
教

育
テ
レ
ビ
、
ソ
ロ
バ
ン
の
時
間
な

ど
）
親
が
進
め
て
見
さ
せ
る
よ
う

　
に
レ
た
い
。

　
子
供
の
し
つ
け
は
蒙
庭
に
お
け
る

　
教
育
が
そ
の
も
と
を
な
す
も
の
で

　
あ
る
か
ら
、
お
と
な
が
進
ん
で
行

　
な
う
べ
き
で
あ
る
．

⑤
農
河
と
健
康
に
つ
い
て

　
　
生
活
様
式
が
都
市
化
し
た
の
で

　
社
会
的
な
事
赦
が
多
い
が
、
こ
の

　
面
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
，
な
お

　
計
画
的
な
農
作
業
を
実
施
し
て
保

　
健
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
る
、

二
、
下
押
切
地
区

①
束
武
パ
ス
の
乗
9
入
れ
に
つ
い
て

　
　
荒
川
穴
橋
南
よ
り
堤
防
上
を
通

　
り
樋
春
北
よ
り
下
押
切
ま
で
乗
り

　
入
航
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
区
盆

　
体
が
賛
成
で
あ
り
、
実
現
の
た
め

　
の
運
動
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
協

　
力
す
る
。
な
お
将
来
は
上
押
切
ま

　
で
乗
り
入
れ
、
大
麻
生
廻
り
の
循

　
環
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
・

②
農
村
の
手
不
足
を
ど
う
改
蕾
す
る

　
か
。

　
　
農
鍬
の
長
舅
ま
で
都
市
へ
出
て

　
行
く
現
況
は
政
府
の
農
業
に
対
す

い
え
ば
、
綾
産
物
の
価
格
が
安
す

ぎ
る
と
の
慧
見
が
あ
っ
た
。
手
不

足
に
つ
い
て
は
、
今
度
茨
同
年
業

に
よ
り
補
っ
て
い
き
た
い
。

③
簡
易
水
遵
覇
菜
の
実
施
に
つ
い
て

　
将
来
の
渇
水
時
や
、
熊
谷
市
の

工
場
の
排
葵
一
当
竿
の
ま
2
）
に

放
水
ざ
れ
る
の
で
、
井
戸
水
の
汚

染
は
必
ず
あ
る
も
の
と
慰
わ
れ
る

出
席
者
駐
員
、
｝
臼
も
早
く
着
工

し
実
現
で
き
る
よ
う
希
望
が
あ
っ

た
。

三
、
樋
春
北
地
区

①
東
武
バ
ス
を
乗
9
入
れ
さ
せ
る
た

　
め
に
は
ど
う
し
た
ウ
、
“
い
か
。

　
　
写
麓
体
賛
成
で
あ
る
。
堤
防
上

　
を
遣
る
こ
と
が
許
可
に
な
ら
な
け

　
れ
ば
、
堤
防
下
の
道
路
奪
鰹
る
よ

　
う
に
し
た
い
が
、
当
孚
だ
け
で
な

　
／
、
下
押
切
、
上
押
切
地
区
と
も
協

　
力
し
て
実
現
し
た
い
、

補充選挙人名簿の申請を
　　知事選挙は7月5日

　
埼
王
県
知
學
選
し
て
下
さ
い
。

挙
に
2
蔦
畿
製
す
こ
の
登
録
の
申
請
期
閻
は
六
月
十
六
已

る
鼎
感
挙
人
名
簿
の
か
ら
山
ハ
β
．
【
｝
十
【
二
臼
3
ま
‘
じ
レ
装
蟻
つ
げ
㌧
お

登
録
申
請
な
ど
闘
Ω
六
肖
二
士
二
日
率
過
蜜
至
9
と
い
か

興
要
領
が
き
ま
9
な
る
理
由
で
も
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ

ま
■
三
、
骸
当
者
ん
し
、
犠
票
す
る
二
と
が
で
き
一
ぞ
ん

は
、
昭
狸
帯
γ
八
か
り
十
分
注
意
し
工
ト
さ
い
。

年
九
月
十
五
日
現
　
　
申
請
轡
は
役
埆
囚
選
挙
管
理
蓄
会

在
で
誌
製
し
た
基
に
周
意
し
て
あ
9
ま
す
か
ら
認
印
持
参

本
選
崖
入
名
簿
に
し
印
歯
一
条
さ
い
。

登
録
さ
れ
て
い
る
離
製
現
在
期
間
六
月
十
五
日

者
浄
藤
い
て
、
新
印
請
期
間
　
　
六
月
十
六
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
月
二
十
＝
冒
口
一
ま
で

しく

住
所
、
年
令
調
製
期
限
　
　
六
月
二
十
九
日

要
件
夕
薦
髪
ら
れ
従
覧
及
ぴ
曇
識
　
六
月
三
十
臼
か
ら

て
選
挙
権
を
敢
得
由
出
習
　
　
寿
肩
ま
で

　
　
　
　
　
異
識
決
定
期
隈
　
七
月
二
日

し
薯
。
奎
ハ
獲
習
　
責
看

月
十
五
日
現
在
、
　
　
　
　
　
　
　
一
、
住
所
要
件

全
村
あ
げ
て
道
，
踏
愛
護

　
　
　
　
　
…
…
立
派
な
成
果
あ
が
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篭
上
で
日
　
ギ
§
調
霧
韻
㎜
に
繋
雛
蕪

顯
灘
　
纏
難
　
効
．
諜
難
鰯
難

充
実
し
た
商
工
会

　
　
　
　
　
　
第
一
回
通
常
総
会
行
な
わ
れ
る

去
る
流
月
十
一
日
午
後
二
時
よ
9
、
　
対
商
工
会
第
一
回
遣
常
総
会
が
盛
穴
に

　
高
櫨
滴
年
、
木
射
豊
吉

監
學
　
武
政
定
一

　
〃
　
　
清
水
三
郎

　
事
業
計
画
毬

一
、
基
本
方
針

　
本
年
度
は
纏
織
の
強
化
に
重
点
か
磁

　
き
、
全
飼
の
麓
合
理
花
対
策
と
健

　
全
な
る
経
宮
の
基
盤
を
造
成
す
る
と

　
と
も
に
働
く
者
の
た
め
の
各
種
の
福

　利

厚
生
萄
薬
牽
至
面
的
に
推
進
す
る

　
ほ
か
、
商
工
会
の
組
織
な
ど
に
関
す

　
る
法
律
に
も
と
づ
き
、
業
務
の
拡
大

強
化
に
つ
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
具
体
的
鄭
築
内
容

1
、
商
工
蘂
振
興
と
経
営
指
導
．
対
策

①
経
営
改
毯
叢
に
よ
る
個
六
の

　
粗
談
な
ら
ぴ
こ
指
導
の
実
践

　
産
業
鷺
徐
の
高
度
成
長
》
首
動
車
の

激
摺
に
レ
｝
も
な
い
、
遵
路
変
通
の
需
要

は
で
＼
増
加
し
、
こ
れ
に
薄
す
る
遵

路
整
備
は
ま
す
ま
す
緊
急
の
度
を
夢
ん

つ
つ
あ
9
ま
す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た

め
国
に
お
い
て
は
、
総
額
四
兆
壱
千
億

円
に
及
ぷ
多
額
の
予
算
を
計
上
し
、
道

路
整
備
五
ケ
年
計
圃
を
策
定
し
、
ま
た

県
に
お
い
て
も
ζ
殿
に
郎
応
し
重
要
施

策
と
し
て
多
額
の
経
費
を
投
入
し
て
、

道
路
の
整
備
保
全
に
努
力
し
て
お
シ
器

す
。
ま
た
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
道

路
晃
備
五
ケ
隼
計
圃
を
樹
亘
し
、
道
路

整
備
に
弱
力
を
い
之
）
て
お
り
ま
す
。

c、

し

役
場
の
ご
案
内

る
政
策
の
誤
9
で
あ
り
、
極
端
に
汀
南
中
学
校
体
育
熊
に
お
い
て
、
江
南
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
総
会
は
、
新
共
壷

村
立
の
幼
稚
園
と
し
て
、
南
幼
稚
園
お
り
、
幼
稚
園
教
育
も
義
務
化
さ
れ
る
八
士
天
に
な
っ
て
お
9
ま
す
。
　
　
っ
し
ょ
に
元
気
に
通
園
す
る
風
景
は
、

お
よ
ぴ
北
幼
稚
園
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
月
で
あ
る
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
　
保
護
者
の
希
望
で
服
装
も
統
一
さ
れ
こ
の
子
が
つ
い
先
日
ま
で
お
母
さ
ん
に

十
五
日
既
励
式
並
び
に
入
園
式
を
行
な
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
ヱ
の
も
の
で
あ
P
黄
色
い
帽
子
に
、
緑
の
園
服
を
着
た
園
甘
冗
て
い
た
子
洪
峯
ん
だ
る
つ
か
と
、

い
、
新
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
こ
の
中
に
あ
っ
て
村
立
と
し
て
発
足
さ
児
た
ち
が
、
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
い
お
ど
う
、
く
ら
い
成
長
さ
毅
ま
し
た
・

をすこやかに
足した村立幼稚園

供
発
子
新

　
　
公
立
の
幼
せ
た
の
で
あ
り
、
園
児
を
も
つ
親
た
ち

　
稚
園
は
、
埼
の
喜
び
も
エ
琉
亀
格
別
で
あ
D
ま
し
ょ

　
玉
県
に
お
い
う
。

　
て
は
本
隼
三
　
繭
北
莇
稚
園
と
も
輩
と
周
時
に
、

　
月
ま
㎡
．
㌧
は
、
　
P
T
A
も
紬
成
さ
れ
「
子
供
た
ち
の
た

　
購
立
の
も
の
め
に
、
一
日
も
阜
く
立
派
な
幼
稚
囲
に

　
一
、
市
立
の
し
て
や
り
た
い
」
と
種
気
O
ん
で
お
り

　
も
の
十
四
、
ま
す
。
五
周
＝
百
に
は
南
、
五
日
に
は
『

　
町
立
の
も
の
北
幼
稚
薗
P
T
A
の
か
た
が
た
が
｝
臼

　
三
、
計
十
八
動
労
奉
仕
さ
れ
、
濡
掃
、
垣
根
伊
り
な

　
で
蒲
立
の
も
ど
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阜

　
の
は
｝
つ
も
導
潤
掃
さ
れ
た
鍋
所
に
遊
具
の
腋
り
付

　
あ
9
ま
せ
ん
け
も
終
り
、
園
児
が
元
気
に
し
か
も
楽

　
で
じ
た
。
し
レ
τ
っ
に
遊
ん
で
お
り
ま
す
。

　
た
が
っ
て
広
　
テ
レ
ビ
、
オ
ル
ガ
ン
、
プ
レ
ー
ヤ
1

…
年
四
月
発
足
や
幻
灯
機
な
ど
、
村
長
は
金
部
立
派
な

弾
予
定
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
も
の
浄
設
備
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
村
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
六
、

立
幼
稚
園
と
し
て
は
本
村
が
第
一
薪
目
七
＋
万
円
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
散
置
で
あ
9
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
園
児
に
つ
い
て
は
、
五
月
一
目
現
在

　
国
か
あ
げ
て
人
づ
く
り
が
叫
ば
れ
て
購
幼
稚
園
が
四
十
堀
人
、
北
幼
稚
園
は

避i
乾一、

難

のびのびと遊ぶ園児たち

・
業
課
長
の
司
会
に
よ
り
、
小
林
副
会
長

　
の
あ
い
さ
つ
、
議
長
に
理
覇
の
新
井
品

吉
氏
を
万
協
一
致
で
選
出
し
、
左
の
各

　
議
案
に
つ
い
て
慎
重
番
議
の
結
果
全
凝

　
案
が
承
認
さ
れ
出
“
》
た
。

　
一
、
収
麦
決
算
書
、
貸
借
対
照
敦
、
財

　
産
目
録
、
固
定
資
産
朗
細
表
、
顯
業

　
報
告
轡
の
承
認

二
、
昭
和
三
十
八
年
度
収
英
追
加
随
正

　
予
算
案
の
澱
誌

三
、
昭
和
三
十
九
母
度
事
業
計
圃
欝
案

　
の
歎
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

四
、
昭
麺
二
＋
九
無
度
収
麦
予
鐸
案
の
V

　
鍛
認

五
、
蘭
工
会
職
鼠
の
給
嵐
”
蜆
程
の
蝋
部

改
正
の
承
認

六
、
優
入
金
の
承
認

七
、
役
艮
改
選
に
つ
い
て

新
役
員

会
長
　
松
本
芳
治

副
会
長
　
小
林
愛

〃
　
　
松
旗
文
治

瑠鰯

　
牛
山
六
平
、
島
田
秀
好
、
申
島

利
儒
、
権
田
惣
平
、
新
井
品
蕾
、
審

間
喜
久
一
、
加
藤
金
造
、
増
田
喜
窺

野
口
清
輔
、
野
口
計
治
、
三
角
英
畜

　
⑨
酉
工
築
に
閾
す
る
情
報
お
よ
ぴ
資

　
解
の
収
簾
、
震

　
③
商
工
業
振
興
に
関
す
る
講
習
会
、

　
お
よ
ぴ
講
演
会
の
閣
催

　
④
消
費
考
懇
談
会
と
消
費
動
向
の
識

　
査

　
⑮
街
路
灯
罫
猷
健
進

　
⑥
産
丁
薬
先
進
地
の
視
察

　⑦

大
売
9
出
し
の
実
施
と
優
艮
店
舗

　
の
表
彰

2
、
税
務
対
策

　
①
膏
色
申
告
会
の
結
臨
と
育
成
強
化

　
②
納
税
貯
蓄
組
合
の
加
入
促
進

③
簿
記
講
座
忽
羅

④
轟
貫
個
々
の
指
導
会
醐
催

3
、
金
融
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
！
、
辱
’
　
、
－
　
、
’
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
ぐ
ぐ
く
，
辱
㌧
く
》
き

　
　
農
業
の
発
展
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
灘
凪
剃
農
藁
委
員
会
長
、
松
云
芳
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
力
調
整
協
議
会
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
農
叢
雰
属
関
口
多
［

　
近
O
ろ
に
お
け
る
熈
菜
及
び
こ
れ
ら
る
と
考
丞
り
れ
ま
す
の
で
、
本
村
で
も
　
　
〃
　
　
　
農
業
秀
輿
井
上
大
炊
介
牌

か
あ
ぐ
る
条
件
の
う
つ
り
慶
わ
り
に
．
“
蝉
銚
力
誰
整
協
議
会
か
う
く
り
、
そ
の
熊
斜
瞬
薬
安
定
所
最
　
七
尾
菊
之
助
瑠

っ
て
、
農
業
の
改
普
が
さ
け
ば
れ
て
い
た
め
に
畢
節
的
な
農
業
労
働
力
の
調
整
御
正
鰻
業
協
同
組
含
畏
持
田
宗
屡

る
が
、
こ
の
た
め
に
農
業
の
や
，
方
を
や
、
婁
黒
に
つ
い
て
働
く
者
の
盤
藻
礒
小
原
　
　
　
〃
　
　
　
井
上
啓
一
郎
淵

か
え
て
い
く
こ
と
が
服
り
上
げ
ら
れ
て
用
賃
金
な
ど
、
ま
た
労
働
力
を
省
く
農
江
南
農
藁
共
済
絹
ム
捜
吉
田
竹
次
郎
　
㎜

　
①
国
民
金
融
公
庫
の
融
資
斡
旋

　
②
中
小
企
業
金
巌
対
策

　
③
工
蝸
設
備
透
代
化
資
金
の
斡
旋

④
信
用
俣
鉦
協
会
の
小
口
融
資
斡
旋
　
一

⑤
金
融
機
関
と
の
連
絡
協
調

⑥
男
よ
び
県
の
制
度
馨
霧
婆

4
、
福
利
厚
生
対
策

①
火
災
共
済
事
業
の
晋
及
促
進

②
退
聴
金
制
度
の
藍
及
促
進

③
益
命
共
済
窮
業
の
普
及
促
進

④
休
日
の
制
定
ξ
宗
暇
善
用
行
亭
の
　
…
…

　
実
施

⑤
集
団
健
康
診
断
の
契
施

⑥
嚢
保
険
事
務
の
溜
営

⑦
最
低
賃
金
制
度
に
対
す
る
調
査
硲
　
、
㎝

　
究

　
㌔
！
タ
し
曳
’
、
’
、
〆
、
ノ
、
ノ
乏
｝
ノ
　
　
“
”

す
。

い
る
。
な
か
で
も
膝
村
に
お
け
る
農
業
業
を
取
り
入
れ
げ
～
少
な
い
斐
間
で
、
　
江
南
村
敦
育
長

者
は
、
低
い
賃
金
な
の
で
丁
編
そ
の
他
じ
ゅ
・
馨
か
ん
な
取
入
が
縛
ら
れ
る
嚢
江
南
村
中
蟻
校
長

へ
の
出
か
せ
ぎ
に
よ
っ
て
、
働
く
者
は
経
営
と
す
る
た
め
に
相
甑
し
、
対
の
曇
学
鼠
聾
簸
渚

隼
寄
り
や
婦
人
た
ち
と
な
2
毒
¢
た
た
業
沙
努
羅
蕎
せ
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
　
　
　
〃

め
、
今
後
の
農
業
を
い
か
に
し
て
改
善
協
議
会
浄
殻
置
い
た
し
ヰ
ニ
』
。
　
　
産
業
課
長

し
て
い
く
か
が
最
も
杢
藻
問
題
で
あ
　
協
識
会
の
蓄
は
次
の
か
た
が
輿
宅
農
菜
奮
会
灘
勃
局
長

小
島
孫
一

小
沢
八
郎
，
一
，

碁
用
彗
廊
…

杉
田
武
冨

新
井
莚
。

舟
橋
秀
騨

　
　
　
前
号
に
つ
づ
い
．
て

　
　
　
　
　
各
課
の
仕
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｝
…
九
、
出
納
室

丁
、
庶
務
係

　
　
ω
諸
証
書
担
保
品
の
管
理

　
　
⑧
諸
税
徴
収
簿
の
消
込
み
事
務

　
　
③
県
収
入
証
紙
、
国
民
年
金
証
紙
の
出
納
保
管

㎜
2
、
金
銭
出
納
係

　
　
ω
諸
税
の
徴
収
お
よ
び
金
円
（
証
券
）
の
出
納
保
管

　
　
㈲
税
外
収
入
の
徴
収

　
　
⑧
村
公
金
支
払
及
び
小
切
手
の
振
出
に
関
す
る
こ

　
　
　
　
と
o

　
　
ω
国
及
び
県
支
出
金
の
代
行
支
出

　
　
⑤
有
価
証
券
（
公
有
財
産
、
基
金
）
の
出
納
保
管

　
　
㈹
歳
入
歳
出
決
算
に
関
す
る
こ
と

…
…
3
、
物
品
出
納
係

　
　
①
物
品
の
検
収
、
出
納
、
保
管

　
　
㈲
不
用
品
の
処
分
に
関
す
る
こ
と

　
　
③
物
品
の
罷
達
に
関
す
る
こ
と

…
…
4
、
財
産
管
理
係

　
　
①
財
産
及
び
営
造
物
の
記
録
管
理

㎜
十
、
教
育
委
員
会

　
　
ω
学
校
、
幼
稚
園
、
公
民
館
な
ど
教
育
機
関
の
設

　
　
　
置
、
管
理
、
廃
止

　
　
㈲
教
育
関
係
規
則
（
規
程
）
の
制
定

　
　
③
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
職
員
の
任
発
、
及

　
　
　
び
人
事

　
　
ω
学
校
児
童
生
徒
の
入
学
に
関
す
る
こ
と

　
　
⑤
学
校
の
組
織
編
制
、
及
び
児
童
生
徒
の
指
導

　
　
⑧
教
科
書
》
、
の
他
教
材
の
選
択
に
関
す
る
こ
と

　
　
ω
教
育
関
係
の
国
及
び
県
費
補
助
金
の
取
り
扱
い

　
　
⑧
教
育
機
関
の
施
設
及
び
教
具
の
設
備
整
備

　
　
⑨
教
職
員
の
服
務
監
を
並
び
に
研
修

　
　
⑬
．
学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と

　
　
㈲
教
育
機
関
関
の
職
員
並
び
児
童
生
徒
の
保
健
、

　
　
　
安
全
、
福
利
、
厚
生
に
関
す
る
こ
と

　
　
㈱
教
育
に
係
る
調
乏
、
統
計
に
麗
す
る
こ
と

　
　
⑬
青
少
年
教
育
、
婦
人
教
育
及
び
公
民
館
事
業
そ

　
　
　
の
他
の
社
会
教
育
の
指
導
助
言

　
鋤
そ
の
他
新
生
活
運
動
、
社
会
体
育
、
視
聴
覚
教

　
　
　
育
、
文
化
財
の
保
護
、
広
報
活
動
な
ど
教
育
全

　
　
　
般

㎜
十
鞠
、
小
原
出
張
所

　
0
ゆ
戸
籍
諸
届
の
受
付
・
閲
覧
・
謄
抄
本
の
交
付

　
②
住
民
登
録
諸
届
の
受
付
・
諸
証
明
の
交
付

　
③
印
鑑
関
係
の
受
付
・
証
明

　
㈲
主
食
配
給
事
務
・
異
動
台
帳
の
整
備

　
⑤
戸
籍
簿
・
住
民
票
の
整
備
、
保
管

　
⑥
役
場
の
連
絡
事
務

　
ω
諸
税
及
び
手
数
科
の
徴
収




